
 
 

 

 

 

 令和元年 12月 13 日、年末・年始の労働災害の

発生を防止するため、東北６県の労働局長が一斉

に建設現場のパトロールを実施しました。 

宮城県では、宮城労働局、石巻労働基準監督署

のほか、「みやぎ復旧・復興工事新ゼロ災運動推

進協議会」のメンバーが参加して、石巻市で施工

中の、清水建設・大豊建設・遠藤興業ＪＶ が施工

する「石巻市石巻中央排水ポンプ場他新築工事」

で公開パトロールを実施しました。 

宮城労働局では、１月末までの間、「宮城にお

ける年末・年始労働災害防止強化運動」を展開中

です。経営トップによる安全衛生への所信 表明・

パトロールの実施、ＰＤＣＡに基づく安全衛生管理年間計画の作成・実施、重機等機械災害

防止のための適正な計画とその遵守、高所からの墜落 防止、転倒災害防止のための設備等の

点検と改善対策の実施など、各事業場の状況に応じて適切な取組をお願いいたします。  

東北の 6 労働局長が一斉パトロール〜宮城は石巻で
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令和元年 12月 18日、塩釜市内の建設工事現場において、移動式クレーンを用いて荷役作業

中、当該クレーンが転倒し、１人が死亡 、５人が負傷する重大災害が発生しました。原因は

関係機関で調査中ですが、宮城労働局では、移動式クレーンの転倒等の事故が相次いでいるこ

とから、建災防宮城県支部にも、以下の点に留意して、会員にその防止を徹底するよう要請が

ありました。 

 （移動式クレーンに係る安全管理のポイント～宮城労働局） 

１ 過負荷作業を行わないこと。また、過負荷防止装置の自動停止機能を解除しないこと。 

２ 

 

移動式クレーンの設置に 当たっては、アウトリガーを最大に張り出すことを基本と

し、中間張出しの場合は定格荷重が減少することから 適正な張出幅を確保すること 。

また、十分な広さ及び強度を有する鉄板等を敷設し、その上に移動式クレーンのアウ

トリガー及びフロントジャッキを張り出して作業を行うこと。 

３ 事前に移動式クレーンの種類に応じた転倒防止方法を検討し、作業開始前に 当該検討

結果 を基に荷揚げ等する資材と当該クレーンの設置位置関係、荷揚げ等作業の作業手

順等を関係者で確認すること。 

４ 元方事業者は移動式クレーンの転倒防止及びその配置に係る計画を作成し、当該計画

に基づき、適切な転倒防止措置を講じるよう関係請負人及び関係請負人の労働者に必

要な指導を行うこと。 

５  クレーン作業中の強風対策として、強風（ 10 分間の平均風速が１０ｍ／sec ）時に

は作業を中止するとともに、強風により移動式クレーンが転倒するおそれがあるとき

はジブを固定する等の措置を講ずること。なお、クレーン周辺の風の状態を把握する

ため、現場に風速計や吹き流し等を設置し、常時様子を観察すること。 

６ 移動式クレーンの運転者に対し、安全衛生教育指針に示す移動式クレーン運転士安全

衛生教育を行う等により安 全作業の定着を図らせること。 

建災防宮城県支部でも、「死亡労働災害速報」を作成していますので、御参照ください。 

なお、つり上げ荷重３トン未満の移動式クレーン等

についても、荷重計以外の「過負荷を防止するための

装置」を備えることが義務付けられています。（クレー

ン構造規格第 27 条～経過措置（平成 31 年３月 1 日前

に製造されたもの等は従前の例による) ） 

転倒事故防止のため、新規規格を満たす過負荷防止

装置を備えるものに、計画的に更新されるようお願いします。 

 

 

 

 

 

 
建災防宮城県支部 HP 

移動式クレーンの転倒で、重大災害が発生！ 


